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(1) 平均粒径100nm のマグネシア粉末と硝酸鉄から、 MgO ナノクラスターと鉄酸化物ナノクラスターが均一に分散
した複合粉末が作製できることを見出している。また、この複合粉末が室温で超常磁性を発現することを明らかに
している。
(2) マグネシア/鉄酸化物ナノクラスター複合粉末の水素気流中での還元で、 MgO 粒子の内部と外部の双方に数10
nm の鉄ナノ粒子を分散した複合粉末の作製が可能であることを見出している。また、この複合粉末のパルス通電





る o また、透過型電子顕微鏡観察結果から、この複合粉末は直径10から 20nm の銀粒子中に直径 1 から 2nm の極
めて微細な鉄ナノクラスターが内包された特殊な微細構造を持つ銀/鉄ナノクラスターコンポジット粉末であるこ
とを確i忍している。
(5) 希ガス中二元同時蒸発法でヘリウムガス圧と酸化雰囲気中の熱処理条件を変化させる事により、クラスターサイ
ズと鉄の酸化数の制御が可能であることを明らかにしている。また、この構造制御で、コンポジットの超常磁性ブロッ
キング温度を制御することに成功している。
(6) ナノ構造に基づく磁気熱量効果の増進について、その機構等を考察し、次世代型の磁気冷凍動作物質の材料設計
の指針を得ている。
以上のように、本論文は、化学的な手法と物理的な手法のそれぞれの特徴を生かした新規なナノプロセスを提案し
ていると共に、ナノクラスターを用いて高次に微細構造を制御した複合材料の設計・開発に成功しており、ナノクラ
スターコンポジットの実用化に多大の貢献をするものであるo また、これらの成果は多機能型のセラミックスの材料
設計に必要な多くの基礎的知見を与えるもので、物質化学、材料工学、複合材料工学の確立に寄与するところが大き
L 、。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める o
ハU? ?
